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■

な
に
は
と
も
あ
れ
「
お
め
で
と
う
」

一
月
一
日
、
微
笑
む
陳
水
扁
総
統
と
殷い
ん

琪き

台
湾
高
鉄
薫
事
長
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
台
湾
高

速
鉄
路
（
台
湾
版
新
幹
線
）
の
開
業
式
で
あ

る
。
陳
総
統
は
祝
辞
の
中
で
数
回
「
タ
イ
ワ

ン
シ
ン
カ
ン
セ
ン
」
と
発
言
し
た
の
は
ご
愛

嬌
。
実
際
に
一
般
顧
客
が
乗
車
で
き
る
の
は

五
日
、
台
北
乗
り
入
れ
は
さ
ら
に
二
ヵ
月
後

の
三
月
二
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
重
要
な

問
題
で
は
な
い
。
な
に
は
と
も
あ
れ
「
お
め

で
と
う
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
開
業
し
て
約
二
ヶ
月
、
切
符
の
重
複

販
売
、
自
動
改
札
機
の
不
具
合
、
扉
開
閉
の

操
作
ミ
ス
な
ど
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
も
の

の
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
ま
ず
は
上
々

の
滑
り
出
し
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で

終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
、
こ
れ
か
ら
が
本
当

の
勝
負
で
あ
り
、
真
価
が
問
わ
れ
る
の
だ
。

今
回
開
業
に
お
け
る
運
行
本
数
は
、
一
日

十
九
往
復
、
ほ
ぼ
一
時
間
に
一
本
で
、
そ
の

内
、
ウ
リ
の
「
台
北（
板
橋
）―

高
雄（
左
営
）

九
〇
分
」
の
ひ
か
り
タ
イ
プ
は
一
日
た
っ
た

三
往
復
し
か
な
く
、
こ
れ
は
当
初
予
定
の
一

日
八
十
往
復
の
四
分
の
一
で
し
か
な
い
。

台
湾
高
速
鉄
路
会
社
は
普
通
の
鉄
道
会
社

で
は
な
い
。
Ｂ
Ｏ
Ｔ
（
造
っ
て
、
運
用
し

て
、
引
き
渡
す
）
方
式
に
則
っ
た
資
産
運
用

会
社
で
あ
り
、
三
十
五
年
間
こ
の
鉄
道
を
運

用
し
、
利
益
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
現
在
の
運
行
本
数
で
は
、
仮
に
全

列
車
満
員
で
も
収
入
は
約
五
千
万
元
（
一
元

＝
約
三
・
七
円
）
で
あ
り
、
一
日
あ
た
り
の

利
息
だ
け
で
約
四
千
万
元
か
か
る
の
だ
か
ら

全
く
採
算
は
と
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
当
初
予

定
レ
ベ
ル
ま
で
の
増
便
が
早
急
に
必
要
な
の

だ
が
、
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

で
は
、
何
が
問
題
な
の
か
。
こ
こ
で
は
運

転
士
・
市
場
・
マ
ス
コ
ミ
の
三
点
の
み
取
り

上
げ
て
み
た
い
。

■

問
題
①　

運
転
士
の
人
員

昨
年
末
時
点
に
お
い
て
単
独
で
運
行
で
き

る
台
湾
人
運
転
士
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
フ

ラ
ン
ス
人
を
中
心
と
し
た
「
助
っ
人
」
に
頼

っ
て
い
た
。
試
運
転
と
平
行
し
て
台
湾
人
運

転
の
育
成
も
行
い
、
こ
の
四
月
に
は
台
湾
人

運
転
士
は
三
十
人
と
な
っ
て
現
行
の
運
用
を

全
て
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
運
転
士
は
一
体
何
人
ぐ
ら
い

必
要
な
の
か
。
現
行
の
一
日
十
九
往
復
程
度

で
あ
れ
ば
必
要
人
数
は
十
数
人
で
あ
る
。
こ

れ
が
八
十
往
復
に
な
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
約

四
倍
の
六
十
人
と
な
る
。
し
か
し
、
現
時
点

で
は
「
三
十
一
人
目
」
以
降
の
台
湾
人
運
転

士
は
い
な
い
。
今
か
ら
採
用
し
て
も
す
ぐ
に

安
全
性
は
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
勝
る

台
湾
版
新
幹
線
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

本
会
理
事
・
日
台
鉄
路
愛
好
会
幹
事

片か
た

木ぎ　

裕ゆ
う

一い
ち

陳水扁総統と殷琪董
事長（１月１日）
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ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
る
訳
は
な
い
。
常
識
的
に

考
え
ら
れ
る
対
応
は
、
台
湾
人
運
転
士
を
追

加
募
集
す
る
一
方
で
「
助
っ
人
」
に
は
引
き

続
き
営
業
運
転
と
指
導
を
依
頼
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
増
便
し
た
場
合
、
現
在
の
「
助
っ

人
」
の
人
数
で
は
営
業
運
転
と
指
導
の
両

方
、
と
い
う
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
再
び
浮
上
し
て
き
た
の
が
「
Ｊ
Ｒ

と
の
復
縁
」
だ
。
現
在
も
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら

二
人
、
東
海
か
ら
一
人
出
向
し
て
い
る
が
、

彼
ら
は
検
査
や
試
運
転
の
担
当
で
指
導
に
は

就
い
て
い
な
い
。
こ
れ
を
増
員
し
か
つ
指
導

も
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
各
社
に
は
有

能
な
Ｏ
Ｂ
も
多
数
い
る
の
で
個
人
的
に
は
大

賛
成
だ
が
、
諸
事
情
あ
り
な
か
な
か
前
進
し

な
い
。
願
わ
く
ば
交
通
部
に
「
命
令
」
さ
れ

る
前
に
解
決
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

■

問
題
点
②　

市
場
規
模

台
北
・
高
雄
間
の
人
の
移
動
は
、
昨
年
の

統
計
に
よ
る
と
約
七
万
人
で
あ
る
。
こ
の
内

訳
は
台
湾
鉄
路
管
理
局
（
台
湾
国
鉄
）
が
過

半
数
の
三
万
六
千
～
八
千
人
、
飛
行
機
と
バ

ス
が
各
一
万
人
、
後
は
自
家
用
車
で
あ
る
。

一
日
十
九
往
復
・
三
十
八
本
は
ち
ょ
う
ど
台

湾
鉄
路
の
輸
送
人
員
に
匹
敵
す
る
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
の
利
用
者
予
定
数
は
十

万
人
以
上
だ
。
こ
れ
は
前
記
の
「
総
移
動
人

数
」
よ
り
多
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
新
た
な

需
要
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
競
合
相
手
は
台
湾
鉄
路
、
飛

行
機
、
バ
ス
だ
け
で
な
く
ホ
テ
ル
か
も
し
れ

ず
、
旅
行
業
者
だ
け
で
は
な
く
阿
里
山
鉄
道

や
各
地
の
工
業
区
と
も
提
携
す
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。
営
業
担
当
の
一
層
の
努
力
を
期
待

し
た
い
。

■

問
題
点
③　

マ
ス
コ
ミ
の
影
響

昨
年
十
二
月
、
私
は
業
界
団
体
の
招
待
で

試
乗
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
台
湾
の
鉄

道
仲
間
に
も
自
慢
話
を
多
々
し
た
が
、
一
部

で
「
片
木
さ
ん
は
勇
気
が
あ
り
ま
す
ね
」
と

言
わ
れ
た
。
全
く
心
外
で
あ
っ
た
。

台
湾
高
鉄
は
一
年
以
上
こ
の
路
線
で
毎
日

試
運
転
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
引
込
線
の
ポ

イ
ン
ト
で
脱
線
な
ど
と
い
う
つ
ま
ら
な
い
ミ

ス
は
あ
っ
た
も
の
の
重
大
な
事
故
は
一
度
も

な
い
。
従
っ
て
、
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
で
遅

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
生
命
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
事
態
な
ど
あ
り
よ
う
が
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
は
さ
も

「
危
険
が
一
杯
」
と
い
う
報
道
を
す
る
。
こ
れ

で
は
「
市
場
拡
大
」
に
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
。
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
に
は
も
っ
と
希
望
的

な
報
道
を
期
待
し
た
い
。

そ
こ
で
、
改
め
て
お
願
い
し
た
い
。
台
湾

版
新
幹
線
は
素
晴
ら
し
い
「
日
台
共
栄
の
シ

ン
ボ
ル
」
で
あ
る
。
安
全
性
は
フ
ラ
ン
ス
の

Ｔ
Ｇ
Ｖ
や
ド
イ
ツ
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
勝
り
、
路
線

や
車
両
も
日
本
の
新
幹
線
の
最
新
版
な
の
だ

か
ら
乗
り
心
地
は
抜
群
だ
。
ぜ
ひ
一
度
は
体

験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
写
真
提
供
＝
片
倉
佳
史
氏
）

板橋駅付近を走る「日台共栄の
シンボル」台湾版新幹線


